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2008年 5月        
「現代日本の若者像」  

 元淮海工学院外国語学部日本語科教員 橘 雄三                               

１．若者の実態、並びに世代の抱える問題点  
   政府統計等では 15歳～34歳（3,124万人、全人口の約 25％）を若者とするものが多い 

高校生         350万人（高校進学率 97.5%） 
短大・高専生       26 

      大学生（大学院生含む）  286  （大学進学率 52.3%、内 7％は短大） 
    専門学校生               90 
      就業者           1960  （ここまでの数字は 2006年 5月現在）             

フリーター、ニート   約 400 （この数字は『若者はなぜ「決められない」か』ほか）         

   ※ フリーター：フリー（free）とアルバイター（Arbeiter ドイツ語）の合成語。勤め先に
おける呼称が「アルバイト」や「パート」である雇用者。就労、不就労、両時期ある。 

    ニート：若年無業者。“Not in Employment, Education or Training”の頭文字 
       パラサイト・シングル（資料①参照）：親の脛（すね）をかじっている（parasite）未婚

者。その増加は社会問題になっている。20～34歳で約1200万人(同世代人口の約5割)。 

２．若者の生きてきた時代および社会的背景 
（１）人口構成に占める若者世代の位置（資料②参照） 
     先頭は団塊（だんかい）の世代の子どもたち・・・第二次ベビーブーム  

    ※ 第一次ベビーブーム：団塊の世代 
      第二次ベビーブーム：団塊ジュニア 

（２）若者が生きてきた時代－日本経済の側面から－ 
   ①若者の先頭集団の出生は高度経済成長の終焉期（下記の表は戦後経済成長率の推移）              

       高 度 成 長 期  → 安定成長期 →バブルと → 低成長期 
     （平均経済成長率 9.1％）   （3.8％）   その崩壊   （1.3％）  

  ※ バブル経済：1986 年末から 91年初までの４年３ヶ月間の好況を指すのが通説。 
過剰な投機熱による資産価格の高騰によって支えられていた。 
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   ②若者の先頭集団の就職期はバブル経済が崩壊した低成長の時代 
採用人数大幅減、正規雇用大幅減、一方、求職者数は大幅増 ⇒ “就職氷河期”   
団塊ジュニアは、“ロストジェネレーション”とか“貧乏くじ世代”とかいわれる                         

それまでの主たる雇用形態 １９９０年代以降増加する雇用形態 
新規学卒一括採用、正規雇用 
企業内教育・研修 
終身雇用 

随時採用、非正規雇用（アルバイト、パ

ートなど） 
即戦力 
転職、リストラ 

※ ロストジェネレーション：“失われた世代”の意。９０年代の就職難の時期に、正社員
になれないまま、不安定な生き方を余儀なくされた若者たちを指す。 

      リストラ：英語の Restructuring（再構築）の略であるが、不採算事業や部署の縮小 
に伴う「従業員削減」「解雇」の意で使用されることが多い。 

（３）若者の親たち 
    若者の先頭集団の親たちの就職期は高度経済成長期の真っ只中 
     東京オリンピック（1964年）、東海道新幹線開通（1964年） 
     東北（過疎）/ 中学を出て集団就職  →  東京（過密）/ 中卒は“金の卵” 

     “過労死（かろうし）”という言葉まで生まれるほど勤勉に働いた 
⇒ マイホームを持ち多少の貯金もできた。子の成人後も養育を続ける余裕がある 

（４）若者を取りまく教育環境 
  ①なお根強い知識偏重学歴社会    

いい幼稚園→いい小学校→いい中学校→いい高校→いい大学→いい会社      
   ②家庭、地域の教育力の低下 
     ・親 / 自分は低学歴で悔しい思いをしたので、子どもは大学へ   
        勉強さえしてくれたら            
       「・・しなさい」「・・してはいけません」と言われないで成長する子どもが増え

ている。親に子を“躾（しつ）ける”気がない 
   ・地域・近所など / 村落共同体の崩壊 ⇒ 他人の子は見て見ぬ振り 

   ③学校教育－個性重視の功罪－ 
一方、個性重視の教育 / “わがままも個性の内”といった論まででてくる 
依然続く受験教育への対応は私学や塾  

   ⇒ 生きてゆく力をつけていない 
傍若無人（ぼうじゃくぶじん）、堪え性（こらえしょう）がない、社会に出るのが怖い        

“不登校”も  

３．現代日本の若者の諸相 
（１）自立しない（できない）若者 

背景 
・高学歴社会 / 高校 → 大学、専門学校 → 大学院（修士、博士） 
・不景気、若者に不利な雇用慣行 ⇒ 非正規雇用（不安定、低収入）の拡大             

・豊かになった社会 / “親の脛（すね）かじり”を子に許す能力と甘さ 
・知識偏重教育 / 生きてゆく力、たくましさをつけるという点では失敗 

※ オーバードクター：博士の学位を取得しながら定職に就けない人、通常の博士課程 
在学中に学位取得に到らなかった人、またはそうした形態。余剰博士。 

モラトリアム：本来は学生など、大人になるために必要で、社会的にも認められた

猶予期間を指すが、例えばニートのように社会的に認められた期間を既に過した

にもかかわらず、更に猶予を求める状態を指して用いられることが多い。   
結果 
パラサイト・シングルの増加  

   大人と子どものいいとこ取り気楽？ 
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（２）若者にとっての就職 
  ①就活・入社・退社 
   ⅰ）就職人気企業上位１００社（資料③参照） 
      ⅱ）「学校から実社会へ」の変化に適応できる学生、できない学生 

・そのまま実社会に適応できる学生、適応すべく努力している学生 
     ・傍若無人な学生 / 社会人へ変身できる（世渡り上手な）学生、できない学生 
              「とてもじゃないけど、やってられない」 
     ・就職が怖い・不安な学生 / 続けていける学生、いけない学生 
              「やっていく自信がない」   
   ⅲ）“３日３月３年（みっか みつき さんねん）”と“７５３（しちごさん）” 
      “３日３月３年”：離職の多い時期 
      “７５３”：学校を卒業し就職をして、３年以内に離職する人の率 
                中卒の７割、高卒の５割、大卒の３割 

       ※ 第二新卒：新卒で就職したけれども、短期（通常３年以内）で退職してしまった 
人を指す。良い印象で受け止められない（敗者復活戦とみられる）ことが多い。 

②産業構造の変化 
・高度経済成長を経て第３次産業の就業者が増加した。 

1970年 47.4％ → 2005年 67.8％  
   ・特に、外食産業、娯楽・レジャー産業の就業者が急速に増加したが、その職種、雇用形

態（勤務割当に自分の都合が言いやすい。自由度が高い）が若者の嗜好、性向に合って

いた。これが多量のフリーターを生み出した一つの要因。 
    マクドナルド、吉野家などのファーストフード店を中心とした飲食業界 
    TSUTAYAなどレンタル CD・DVD店、カラオケ店などの情報・サービス業界 
       このような業種では skill が身につくということはむずかしい。⇒ “使い捨て” 
・高卒者の進路調査で、“第一志望はフリーター”という回答も珍しくなくなかった。 
③弱い就職へのモチベーション 

    やりたい仕事がある（使命感、国際貢献、自己実現など）、経済的理由（家が貧しい、奨 
学金返済など）、世間体（せけんてい）、働いて当然・・・・なかなかそうはならない 

  ※ 「就職人気企業上位１００社」のような企業に就職できる学生は、全体から見ると少な 
いが、それでも、大半の学生は、それなりの企業に就職し社会人としてやっていっている。  

（３）若者の結婚観（参考 / 資料④） 
  ①パラサイト・シングルは自己増殖する 

ⅰ) 親の許にパラサイトする 
パラサイト・シングルは生活の満足度、非常に高い ※「独身貴族」 

          ↓ 
   ⅱ) 結婚すると生活水準の低下が予想される ※「結婚は貧乏の始まり」 
          ↓ 
   ⅲ) 理想的な相手が現れるまで結婚したくない（特に女性） 
          未婚・晩婚が増える（平均結婚年齢 男 30.0、女 28.2 ） ⇒ 少子化           
    「25ans (ヴァンサンカン)ウエディング」という雑誌があるけれど。 
          ↓  
   ⅰ) に戻る（親の許でパラサイトが続く） 
 ②女性にとって“理想的な結婚”とは  
   “理想的な結婚”ならしてもいい / “イケメン（イケてる面（めん）：格好いい男性）”

というだけでは・・・ 
             ↓ 
   女性が望む“理想的な結婚”とは / 家事＋育児＋趣味（あるいは趣味的仕事） 
   このような“理想的な結婚”、“新専業主婦”を可能にしてくれる男性なら結婚してもいい 
    ③その他 
   若者の性 / ラブホ（ love hotel ）など 
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（４）若者文化（参考 / 資料⑤） 
   ①パラサイト消費 
    持ち物、自分を磨くものにはお金を惜しまない 
     持ち物 / ブランド物、携帯電話、車 

自分を磨くもの / 化粧品（男性も）、エステティック・サロン、プチ整形 
②サブカルチャーとしての若者文化 
携帯電話、i-podなどのＩＣレコーダー、ゲーム機 
音楽（J-POP や R＆Bなど）、漫画・アニメ、ゲーム、ブログ、ネット掲示板 

※ サブカルチャー(subculture)：文脈によって次の３つの用法がある。1.が本義で、後
に 2.と 3.の意味に用いられるようになった。 

1.社会の支配的な文化から逸脱した文化事象を指す ⇔ メインカルチャー  

2.絵画や純文学、クラシック音楽などのハイカルチャーに対し、娯楽を主目的とす

るマイナーな趣味的文化を指す ⇔ ハイカルチャー 

3.漫画、アニメ、ゲーム、特撮作品、フィギュアなど、オタク文化を指す。 

J-POP：日本の大衆娯楽音楽（ポピュラー音楽）の内、総じて比較的若い世代に好まれ

る楽曲を総称したジャンル名。人気歌手としては宇多田（うただ）ヒカル、倖田來未

（こうだくみ）など。 

ネット掲示板：Bulletin Board Systemを略して BBSともいう。ネット掲示板から生
まれた物語で、美人でお嬢様な OL とオタク青年（ガンプラと美少女フィギュアを収

集している）の純愛を描いた「電車男」はテレビドラマ化され評判になった。 

   ③若者ことば 
「コーヒーでも飲みませんか？」 / これは日本語・日本人の特質 

     相手の気持ちの負担を軽くする。断る余地を残す。と同時に断られることによって、自
分も傷つきたくない。 

       若者ことばに見る「あいまい」「ぼかし」表現 
断言しては押し付けがましい。強い自己主張は避けたい。自分がよくわからない 
意見対立や仲間外れを嫌い、場の空気を読むのに熱心な若者の智慧か ⇒ 「ひ弱さ」 
「一応・・」：「一応、学生やってます」 

           働きたくないから、何をすればいいか分からないから、アルバイトしなが

ら学校にも行っているという意味に捉えられる。 
「・・げ」：もともと、「げ」は「気」で「・・そう」の意。「悲しげ」 

若者ことばとしては、圧倒的に、「よさげ」が多用。 
「・・かも」：「食べたいかも」「行きたいかも」 
「・・みたい（な）」：「素晴らしいみたいな」（"素晴らしい"をぼかした表現） 

   （補）その他の若者ことば 
      強調：「超・・」、「め（っ）ちゃ・・」、「マジ・・」 

情緒的表現：「きもい」あるいは「きしょい」 

短縮・複合：「エロかわ（いい）」、「イケメン」 

アルファベット略語：ＫＹ（空気読めない） 

４．パラサイト・シングル社会の未来について、相反する二つの見方 
①政府は、より一層強力に、若者に対する自立支援策を講じなければならない。それと並行し

て、企業にあっても、若者に不利となる雇用慣行の改善を進めなければならない。この問題を

放置すると、日本の社会は衰退する。 
②特に対策は講じなくても、寄生できる親は減っていき、パラサイト・シングルはいなくなる。 

（参考文献） 山田昌弘『パラサイト・シングルの時代』ちくま新書 
       長山靖生『若者はなぜ「決められない」か』ちくま新書 
       香山リカ『就職がこわい』講談社 
      『平成 19年版 青少年白書』内閣府   
       ほか  
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資料 ① 

パラサイト・シングルの時代 

［例１ / 最近の事件から］ 
今年の３月、24歳の男性が、無差別に通行人 8人を殺傷するという悲惨な事件が起きた。こ
の男性は、両親と同居するフリーターで、ゲームや漫画を愛好するオタク的な生活を続けてい

た。このような息子の生活態度について、父親は、普段から、「仕事（正社員の定職）に就け！」

とうるさかったようだ。オタク的な生活態度が犯罪の原因に深く関係しているとか、親の「定

職に就け！」に対する“逆切（ぎゃくぎ）れ”が事件に繋がった等々のマスコミ報道もある。 

  ※ オタク：社会的認知度が高くない趣味に傾倒する人。語源としては、彼ら（彼女ら）が 
アニメ作品などについて会話をする際、「お宅は○○についてどう思う？」と呼び合 

ったのが始まりである。“お宅”は、二人称、“あなた”の意。 

［例２ / “名探偵”浅見光彦、33歳］2008年 3月 20日付神戸新聞 

 

［例３ / 私の知人のお嬢さん、32歳］ 
   Ｓさんは、大学卒業後、貿易関係の会社に就職し、ＯＬ（Office Lady の略。和製英語）10
年目である。今の仕事に興味があり、辞めるつもりはない。両親と同居し、家には、家賃・食

費として月 5万円入れている。年齢も年齢だし、結婚を考えないわけじゃない。友達に誘われ、
合コンなどにも参加するが、理想の男性に出会わない。でも、父親がもうすぐ定年なので、い

つまでも親のすねかじりはしておれないと思っている。 

※ 合コン：主として男女の出会いを求めるために行われるコンパ（仲間と親睦を深めるため
に行う飲み会のこと。語源は英語の company）で、女子の大学進学率が急激に上昇し

始める 1970、80 年代ごろから盛んになり、その後、学生どうしにかぎらず広汎に行わ

れるようになった。 
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資料 ② 

 
                       （総務省統計局数字を元に筆者作成） 
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資料 ③ 

就職人気企業ランキング 
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資料 ④ 
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             若者文化（補足）  
１．エステティックサロンの広告 

 
 
２．ストリートダンス 

 
 
３．オタクの部屋              ４．コスプレイヤー (Cosplayer)  

 
 
５．オタク文化担い手の一人 

 
竹熊健太郎（たけくま・けんたろう）1960 年生まれ 

 いわゆる「おたく第一世代」の一人。８１年からフリーで編集、文筆活動に従

事。主な活動ジャンルはマンガとアニメーションを中心としたサブカルチャー領

域。多摩美術大非常勤講師（０３年４月～）、桑沢デザイン研究所講師（０６年

４月～）を務める。主な作品に「私とハルマゲドン～おたく宗教としてのオウム

真理教」「サルでも描けるまんが教室」など。 

資料 ⑤ 


